
(57)【要約】

【課題】隣接チャネル漏洩電力調整時間を格段に短くし

、生産効率を向上させるような歪補償増幅器の調整方法

を提供することにある。

【解決手段】歪補償増幅器の調整方法は、歪補償増幅器

から隣接チャネル漏洩電力が最小値に設定されるような

出力信号を取り出すように、歪補償増幅器に歪制御デー

タを与える得ることのできる歪補償増幅器の調整方法で

あって、歪制御データの予め定めたデータ値の範囲にお

いて最小値を有するような特徴関数を予め定め、歪補償

増幅器に与える歪制御データのデータ値を変化させたと

きに得られる複数の隣接チャネル漏洩電力の測定値を求

め、得られた複数の測定値を特徴関数に代入したときの

特徴関数の解を求め、得られた解に従って隣接チャネル

漏洩電力の最小値が求められ、求められた隣接チャネル

漏洩電力の最小値に対応した歪制御データのデータ値を

求め、求められたデータ値に歪補償増幅器が設定される

。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 歪 補 償 増 幅 器 か ら 隣 接 チ ャ ネ ル 漏 洩 電 力 が 最 小 値 に 設 定 さ れ る よ う な 出 力 信 号 を 取 り 出
す よ う に 、 該 歪 補 償 増 幅 器 に 歪 制 御 デ ー タ を 与 え る 得 る こ と の で き る 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整
方 法 で あ っ て 、
　 前 記 歪 制 御 デ ー タ の 予 め 定 め た デ ー タ 値 の 範 囲 に お い て 最 小 値 を 有 す る よ う な 特 徴 関 数
を 予 め 定 め 、
　 前 記 歪 補 償 増 幅 器 に 与 え る 前 記 歪 制 御 デ ー タ の デ ー タ 値 を 変 化 さ せ た と き に 得 ら れ る 複
数 の 該 隣 接 チ ャ ネ ル 漏 洩 電 力 の 測 定 値 を 求 め 、
　 該 得 ら れ た 複 数 の 測 定 値 を 前 記 特 徴 関 数 に 代 入 し た と き の 該 特 徴 関 数 の 解 を 求 め 、
　 該 得 ら れ た 解 に 従 っ て 前 記 隣 接 チ ャ ネ ル 漏 洩 電 力 の 最 小 値 が 求 め ら れ 、
　 該 求 め ら れ た 前 記 隣 接 チ ャ ネ ル 漏 洩 電 力 の 最 小 値 に 対 応 し た 歪 制 御 デ ー タ の デ ー タ 値 を
求 め 、
　 該 求 め ら れ た デ ー タ 値 に 前 記 歪 補 償 増 幅 器 が 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と し た 歪 補 償 増 幅 器
の 調 整 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 増 幅 器 の 出 力 信 号 に 現 れ る 非 直 線 歪 を 低 減 す る た め の 増 幅 器 の 調 整 方 法 に 関
す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 技 術 は 、 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ の 図 １ に 示 す ブ ロ ッ ク 図 に お い て 、 分 配 器 １ １ と
合 成 器 １ ７ の 間 の Ｐ Ｄ 回 路 １ ２ と 遅 延 線 １ ６ 、 及 び 、 電 力 増 幅 器 １ ８ 、 方 向 性 結 合 器 １ ９
、 検 波 器 ２ ０ は 従 来 と 同 じ で あ る 。 １ ０ は 入 力 信 号 の 一 部 を 抽 出 す る 方 向 性 結 合 器 、 ２ ３
は 抽 出 し た 入 力 信 号 を 包 絡 線 検 波 す る 検 波 器 、 ２ ４ は 誤 差 検 出 器 で あ る 。 入 力 側 の 検 出 器
２ ３ と 出 力 側 の 検 出 器 ２ ０ は 、 共 に 忠 実 に 入 力 さ れ る 信 号 を 検 波 し 、 比 較 誤 差 （ 歪 成 分 ）
が 確 実 に 検 出 で き る よ う に 、 方 向 性 結 合 器 ま た は 抵 抗 減 衰 器 に よ っ て 入 力 レ ベ ル が ほ ぼ 同
じ く な る よ う に 調 整 さ れ て い る も の で あ っ た 。 （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ６ １ ２ ５ ２ 号 公 報 （ 第 ３ 頁 、 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 願 の 図 ４ に 従 来 の プ リ デ ィ ス ト ー シ ョ ン 方 式 に よ る 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 を 行 う 構
成 で あ る 測 定 系 統 図 例 を 示 す 。
　 図 ４ に お い て 、 １ は 供 試 器 へ 所 要 の 入 力 信 号 を 発 生 さ せ る 送 信 信 号 生 成 部 、 ２ は 供 試 器
で あ る 歪 補 償 増 幅 器 、 ３ は 供 試 器 か ら 出 力 さ れ る 出 力 信 号 の 中 か ら 隣 接 チ ャ ネ ル 漏 洩 電 力
（ 以 下 「 Ａ Ｃ Ｐ 」 と い う 。 Ａ Ｃ Ｐ ； Ａ ｄ ｊ ａ ｃ ｅ ｎ ｔ 　 Ｃ ｈ ａ ｎ ｎ ｅ ｌ 　 Ｐ ｏ ｗ ｅ ｒ ） を
測 定 値 す る ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ 、 ４ は ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ で の Ａ Ｃ Ｐ 計 測 結 果 を
入 力 と し 最 小 値 計 算 な ど を 行 い 、 歪 制 御 デ ー タ を 出 力 す る 解 析 処 理 装 置 で あ る 。
　 歪 補 償 増 幅 器 ２ に お い て 、 ２ １ は 入 力 信 号 を ２ 分 配 し 一 方 の 出 力 は 分 配 信 号 １ と し 、 他
方 の 出 力 は 分 配 信 号 ２ と す る 信 号 分 配 部 、 ２ ２ は 分 配 信 号 １ と 歪 制 御 デ ー タ と 出 力 信 号 の
一 部 と を そ れ ぞ れ 入 力 と し 、 歪 信 号 １ を 出 力 と す る 歪 発 生 部 、 ２ ３ は 分 配 信 号 ２ と 歪 信 号
１ を 入 力 と し 、 両 信 号 を 合 成 し て 出 力 と す る 歪 結 合 部 、 ２ ４ は 歪 結 合 部 か ら 出 力 さ れ る 信
号 を 入 力 と し 、 電 力 増 幅 し て 出 力 信 号 を 出 力 す る 電 力 増 幅 部 で あ る 。
　 解 析 処 理 装 置 ４ に お い て 、 ４ １ は ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ で の 計 測 結 果 を 入 力 し て 測 定
デ ー タ を 演 算 ・ 解 析 す る 動 作 プ ロ グ ラ ム が 内 蔵 さ れ た 演 算 部 、 ４ ２ は 演 算 ・ 解 析 処 理 の た
め の 表 示 と 操 作 を 行 う 表 示 ・ 操 作 部 、 ４ ３ は 演 算 ・ 解 析 処 理 の 結 果 を 歪 制 御 デ ー タ と し て
歪 補 償 増 幅 器 ２ の 歪 発 生 部 ２ ２ へ 出 力 す る 制 御 部 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ は 従 来 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 を 行 う 手 順 で あ る 測 定 流 れ 図 例 を 示 す 。 解 析 処 理
装 置 ４ に 内 蔵 さ せ る 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 を 行 う 動 作 プ ロ グ ラ ム が 以 下 の 動 作 ス テ ッ プ
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の 従 来 技 術 例 と し て 有 す る も の で あ る 。
　 Ｓ １ は 歪 補 償 増 幅 器 ２ の 出 力 信 号 を ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ に 入 力 す る 処 理 ス テ ッ プ で
あ る 。
　 Ｓ ２ は ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ に 入 力 さ れ た 出 力 信 号 に 含 ま れ る Ａ Ｃ Ｐ に つ い て ス ペ ク
ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ で Ａ Ｃ Ｐ を 測 定 す る 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ ３ は Ａ Ｃ Ｐ 1回 あ た り の 測 定 値 が 収 束 点 に 到 達 す る か の 状 況 を 判 断 し 、 「 い い え 」 で
あ れ ば ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ で Ａ Ｃ Ｐ を 測 定 す る ス テ ッ プ Ｓ ２ を 続 行 し 、 「 は い 」 で あ
れ ば 収 束 し た と 判 定 し 次 の ス テ ッ プ へ 進 む 測 定 １ 回 収 束 の 判 定 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ ４ は 測 定 １ 回 収 束 の ス テ ッ プ Ｓ ３ の 「 は い 」 の 結 果 を 受 け て 収 束 点 で の Ａ Ｃ Ｐ デ ー タ
を 保 存 す る 測 定 値 保 存 の 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ ５ は 測 定 値 保 存 ス テ ッ プ Ｓ ４ の 結 果 を 受 け て 各 回 測 定 さ れ た Ａ Ｃ Ｐ デ ー タ を 保 存 す る
歪 制 御 デ ー タ で あ る 電 圧 毎 の 測 定 値 の 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ ６ は 測 定 値 保 存 ス テ ッ プ Ｓ ４ の 結 果 を 受 け て 測 定 回 数 を 判 定 し 、 「 い い え 」 で あ れ ば
次 の 電 圧 に 変 更 さ せ る ス テ ッ プ へ 進 み 、 「 は い 」 で あ れ ば 演 算 に 入 る ス テ ッ プ へ 進 む 規 定
回 数 終 了 の 判 定 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ ７ は 規 定 回 数 終 了 Ｓ ６ の 判 定 ス テ ッ プ で の 「 い い え 」 を 受 け て Ａ Ｃ Ｐ の 次 の 回 の 測 定
に 入 る た め 制 御 電 圧 を 変 え た 歪 制 御 デ ー タ を 歪 補 償 増 幅 器 ２ の 歪 発 生 部 ２ ２ へ 送 り 、 調 整
値 が 変 え ら れ て 歪 補 償 増 幅 器 ２ の 出 力 信 号 を ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ に 入 力 す る Ｓ １ 処 理
ス テ ッ プ へ 進 め る 電 圧 変 更 の 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ ８ は 規 定 回 数 終 了 Ｓ ６ の 判 定 ス テ ッ プ で の 「 は い 」 を 受 け て Ａ Ｃ Ｐ の 規 定 回 数 測 定 終
了 の 判 定 結 果 を 認 識 し 、 各 回 す べ て の 測 定 さ れ た Ａ Ｃ Ｐ デ ー タ が 保 存 さ れ た 電 圧 毎 の 測 定
値 処 理 Ｓ ５ ス テ ッ プ か ら の 蓄 積 デ ー タ を 入 力 と し 、 最 小 値 計 算 の 演 算 処 理 を 行 う 最 小 値 計
算 の 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ ９ は 最 小 値 計 算 処 理 Ｓ ８ ス テ ッ プ の 計 算 処 理 結 果 を 受 け て 複 数 の 測 定 値 の 中 か ら 最 小
値 を 求 め る Ａ Ｃ Ｐ 最 小 値 決 定 の 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ １ ０ は Ａ Ｃ Ｐ 最 小 値 決 定 処 理 Ｓ ９ ス テ ッ プ で の 結 果 を 受 け て Ａ Ｃ Ｐ 最 小 値 が 設 定 さ れ
る 電 圧 に 対 応 す る 歪 制 御 デ ー タ と し て 出 力 す る 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 以 上 の 測 定 流 れ 図 例 に よ る 調 整 方 法 を 行 う 手 順 の 解 析 処 理 は 解 析 処 理 装 置 ４ に よ っ て 動
作 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ６ は 従 来 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 と し て 測 定 １ 回 の 収 束 点 ま で の Ａ Ｃ Ｐ レ ベ ル の 時
間 経 過 の 曲 線 図 例 を 示 す 。
　 歪 補 償 増 幅 器 ２ の 出 力 信 号 を ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ に 入 力 す る 処 理 Ｓ １ ス テ ッ プ か ら
ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ で Ａ Ｃ Ｐ を 測 定 す る 処 理 Ｓ ２ ス テ ッ プ の 開 始 時 、 即 ち 各 回 の 測 定
開 始 で あ る Ｓ 点 で の Ａ Ｃ Ｐ レ ベ ル は 最 初 大 き く Ｌ ｓ で あ る 。
　 ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ 内 で の ス ペ ク ト ラ ム 分 析 が 進 み 、 次 第 に Ａ Ｃ Ｐ レ ベ ル が 小 さ く
な り 、 測 定 1回 の 収 束 点 Ｃ で の Ａ Ｃ Ｐ レ ベ ル は 収 束 さ れ た 測 定 値 と し て Ｌ ｃ で あ り 、 こ れ
が 測 定 値 保 存 デ ー タ と す る 。
　 Ｓ 点 か ら Ｃ 点 の 測 定 デ ー タ を 得 る ま で に 要 す る 時 間 は 通 常 1～ ２ 分 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ７ は 従 来 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 と し て 規 定 の 全 回 数 の 測 定 を 終 了 し 全 電 圧 毎 の Ａ
Ｃ Ｐ レ ベ ル の 測 定 値 曲 線 図 例 を 示 す 。
　 図 ６ に て 測 定 1回 分 の 収 束 点 Ｃ の デ ー タ は Ｌ ｃ で あ っ た 。 即 ち 、 図 ７ で の 1回 分 デ ー タ は
例 え ば 測 定 点 Ｃ １ で は 歪 制 御 デ ー タ で あ る 電 圧 Ｖ １ で の 測 定 収 束 結 果 と し て の Ａ Ｃ Ｐ レ ベ
ル が Ｌ １ で あ り 、 以 下 同 様 に 各 電 圧 （ Ｖ ２ 、 ・ ・ ・ Ｖ ｍ ｉ ｎ 、 ・ ・ ・ Ｖ ｎ 、 ・ ・ ・ ） で の
各 測 定 点 （ Ｃ ２ 、 ・ ・ ・ Ｃ ｍ ｉ ｎ 、 ・ ・ ・ Ｃ ｎ 、 ・ ・ ・ ） か ら 各 測 定 値 と し て の Ａ Ｃ Ｐ レ
ベ ル （ Ｌ ２ 、 ・ ・ ・ Ｌ ｍ ｉ ｎ 、 ・ ・ ・ Ｌ ｎ 、 ・ ・ ・ ） を 得 る 。
　 得 ら れ た 全 回 数 の 電 圧 毎 の 測 定 値 は 、 測 定 値 の 最 小 値 を 探 す た め に 、 最 小 値 計 算 の 演 算
処 理 を 行 う 最 小 値 計 算 処 理 Ｓ ８ ス テ ッ プ 及 び Ａ Ｃ Ｐ 最 小 値 決 定 処 理 Ｓ ９ ス テ ッ プ に よ っ て
、 電 圧 Ｖ ｍ ｉ ｎ で の 測 定 点 Ｃ ｍ ｉ ｎ で の Ａ Ｃ Ｐ レ ベ ル で あ る 測 定 値 Ｌ ｍ ｉ ｎ が 演 算 結 果 に
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よ り 最 低 値 と し て 得 ら れ る 。
　 従 っ て 、 Ａ Ｃ Ｐ 最 小 値 決 定 処 理 Ｓ ９ ス テ ッ プ で の 結 果 を 受 け て Ａ Ｃ Ｐ 最 小 値 Ｌ ｍ ｉ ｎ が
設 定 さ れ る 歪 制 御 デ ー タ と し て 電 圧 Ｖ ｍ ｉ ｎ を 出 力 す る 処 理 Ｓ １ ０ ス テ ッ プ に よ っ て 歪 補
償 増 幅 器 ２ の 調 整 が 完 了 す る 。
　 歪 補 償 増 幅 器 ２ の 歪 発 生 部 ２ ２ に 与 え る 電 圧 値 例 は 、 ア ナ ロ グ 電 圧 ０ Ｖ ～ ５ Ｖ を デ ィ ジ
タ ル 値 範 囲 と し て デ ー タ 値 で あ る 1～ ２ ５ ５ の 対 応 値 を と る の で あ る が 、 通 常 １ ０ ～ ２ ４
０ ま で を ５ 刻 み の 測 定 点 を 求 め る の で そ の 測 定 回 数 の 規 定 回 数 は ４ ６ 回 で あ り 、 ４ ６ 回 の
測 定 に 要 す る 調 整 時 間 は 、 ４ ６ 分 ～ ９ ２ 分 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 上 説 明 し た 、 各 回 測 定 で の 収 束 点 を 求 め 、 規 定 の 全 回 数 の 測 定 を 終 了 し 全 電 圧 毎 の Ａ
Ｃ Ｐ レ ベ ル の 測 定 値 を 求 め 、 全 測 定 点 の 中 か ら 最 小 で あ る 測 定 点 を 求 め る よ う な 演 算 処 理
を 行 い 、 電 圧 Ｖ ｍ ｉ ｎ を 最 小 値 歪 制 御 デ ー タ と し て 求 ま る よ う な 従 来 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調
整 方 法 で は 、 そ の 調 整 時 間 が 歪 補 償 増 幅 器 1台 当 た り ４ ６ 分 ～ ９ ２ 分 も 要 す る の で 、 こ れ
で は 量 産 に 適 さ ず 、 こ の 時 間 を 格 段 に 短 く し 生 産 効 率 を 上 げ る 必 要 が 生 じ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 従 来 技 術 の 問 題 点 で あ る Ａ Ｃ Ｐ 調 整 時 間 が 長 い こ と を 解 決 し 、 Ａ Ｃ Ｐ
調 整 時 間 を 格 段 に 短 く し 、 生 産 効 率 を 向 上 さ せ る よ う な 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 を 提 供 す
る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 は 、 歪 補 償 増 幅 器 か ら 隣 接 チ ャ ネ
ル 漏 洩 電 力 が 最 小 値 に 設 定 さ れ る よ う な 出 力 信 号 を 取 り 出 す よ う に 、 該 歪 補 償 増 幅 器 に 歪
制 御 デ ー タ を 与 え る 得 る こ と の で き る 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 歪 制 御 デ ー タ の 予 め 定 め た デ ー タ 値 の 範 囲 に お い て 最 小 値 を 有 す る よ う な 特 徴 関 数
を 予 め 定 め 、
　 前 記 歪 補 償 増 幅 器 に 与 え る 前 記 歪 制 御 デ ー タ の デ ー タ 値 を 変 化 さ せ た と き に 得 ら れ る 複
数 の 該 隣 接 チ ャ ネ ル 漏 洩 電 力 の 測 定 値 を 求 め 、
　 該 得 ら れ た 複 数 の 測 定 値 を 前 記 特 徴 関 数 に 代 入 し た と き の 該 特 徴 関 数 の 解 を 求 め 、
　 該 得 ら れ た 解 に 従 っ て 前 記 隣 接 チ ャ ネ ル 漏 洩 電 力 の 最 小 値 が 求 め ら れ 、
　 該 求 め ら れ た 前 記 隣 接 チ ャ ネ ル 漏 洩 電 力 の 最 小 値 に 対 応 し た 歪 制 御 デ ー タ の デ ー タ 値 を
求 め 、
　 該 求 め ら れ た デ ー タ 値 に 前 記 歪 補 償 増 幅 器 が 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 を 実 施 す れ ば 、 従 来 の 方 法 で の 問 題 点 で あ っ た Ａ Ｃ Ｐ 調 整 時 間 が 長 い こ と を 解 決
し 、 Ａ Ｃ Ｐ 調 整 時 間 が 従 来 に 比 べ 格 段 に 短 く １ ／ ５ か ら １ ／ １ ０ 程 度 に し 、 生 産 ラ イ ン に
お け る 自 動 調 整 化 に と っ て 有 効 で あ り 生 産 効 率 を 向 上 さ せ る も の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ４ に 本 発 明 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 を 行 う 構 成 で あ る 測 定 系 統 図 例 を 示 す 。 図 ４ は
従 来 の 調 整 方 法 を 行 う 構 成 で あ る 測 定 系 統 図 例 を 示 す も の で も あ り 、 先 に 説 明 し た の で こ
こ で は 省 略 す る 。
　 な お ４ は ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ で の 計 測 結 果 を 入 力 と し 特 徴 関 数 の 解 を 求 め る な ど を
行 い 、 歪 制 御 デ ー タ を 出 力 す る 解 析 処 理 装 置 で あ る 。 こ れ は 解 析 処 理 装 置 ４ に 内 蔵 さ せ る
本 発 明 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 を 行 う 動 作 プ ロ グ ラ ム が 以 下 の 動 作 ス テ ッ プ の 実 施 例 と
し て 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 を 行 う 手 順 で あ る 測 定 流 れ 図 例 を 示 す 。
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　 Ｓ １ は 歪 補 償 増 幅 器 ２ の 出 力 信 号 を ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ に 入 力 す る 処 理 ス テ ッ プ で
あ る 。
　 Ｓ ２ は ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ に 入 力 さ れ た 出 力 信 号 に 含 ま れ る Ａ Ｃ Ｐ に つ い て ス ペ ク
ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ で Ａ Ｃ Ｐ を 測 定 す る 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ ３ ０ は Ａ Ｃ Ｐ 1回 当 た り の 測 定 値 が 予 め 定 め た 終 了 点 に 到 達 す る 状 況 を 判 定 し 、 「 い
い え 」 で あ れ ば ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ で Ａ Ｃ Ｐ を 測 定 す る ス テ ッ プ Ｓ ２ を 続 行 し 、 「 は
い 」 で あ れ ば 予 め 定 め た 終 了 点 に 到 達 し た と 判 定 し 、 次 の ス テ ッ プ へ 進 む 測 定 １ 回 終 了 の
判 定 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ ４ は 測 定 １ 回 終 了 の 判 定 ス テ ッ プ Ｓ ３ の 「 は い 」 の 結 果 を 受 け て 予 め 定 め た 終 了 点 で
の Ａ Ｃ Ｐ デ ー タ を 保 存 す る 測 定 値 保 存 の 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ ５ は 測 定 値 保 存 ス テ ッ プ Ｓ ４ の Ａ Ｃ Ｐ デ ー タ を 受 け て 各 回 測 定 さ れ た Ａ Ｃ Ｐ デ ー タ を
保 存 す る 電 圧 毎 の 測 定 値 の 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ ６ は 測 定 値 保 存 ス テ ッ プ Ｓ ４ の Ａ Ｃ Ｐ デ ー タ を 受 け て 測 定 回 数 を 判 定 し 、 「 い い え 」
で あ れ ば 次 の 電 圧 に 変 更 さ せ る ス テ ッ プ に 進 み 、 「 は い 」 で あ れ ば 測 定 の 規 定 回 数 終 了 と
み な し 次 の 演 算 に 入 る ス テ ッ プ へ 進 む 規 定 回 数 終 了 の 判 定 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ ７ は 規 定 回 数 終 了 Ｓ ６ 判 定 ス テ ッ プ で の 「 い い え 」 を 受 け て Ａ Ｃ Ｐ の 次 の 回 の 測 定 に
入 る た め 制 御 電 圧 を 変 え た 歪 制 御 デ ー タ を 歪 補 償 増 幅 器 ２ の 歪 発 生 部 ２ ２ へ 送 り 、 調 整 値
が 変 え ら れ て 歪 補 償 増 幅 器 ２ の 出 力 信 号 を ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ に 入 力 す る Ｓ １ 処 理 ス
テ ッ プ へ 進 め る 電 圧 変 更 の 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ ８ ０ は 規 定 回 数 終 了 Ｓ ６ の 判 定 ス テ ッ プ で の 「 は い 」 を 受 け て Ａ Ｃ Ｐ の 規 定 回 数 測 定
終 了 の 判 定 結 果 で あ る 規 定 回 数 終 了 を 認 識 し 、 及 び 各 回 す べ て の 測 定 さ れ た Ａ Ｃ Ｐ デ ー タ
が 保 存 さ れ た 電 圧 毎 の 測 定 値 の 処 理 Ｓ ５ ス テ ッ プ か ら の 全 回 数 分 の 蓄 積 デ ー タ を 入 力 と し
、 歪 制 御 デ ー タ の 予 め 定 め た デ ー タ 値 の 範 囲 に お い て 最 小 値 を 有 す る よ う に 予 め 定 め た 特
徴 関 数 を 備 え 、 こ の 特 徴 関 数 に よ っ て 解 を 求 め る よ う な 演 算 処 理 を 行 う 特 徴 関 数 （ 三 次 方
程 式 ） の 解 を 求 め る 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ ９ ０ は 特 徴 関 数 （ 例 ； 三 次 方 程 式 ） の 解 を 求 め る Ｓ ８ ０ の 処 理 ス テ ッ プ の 各 測 定 回 数
で の 測 定 値 の 計 算 処 理 結 果 で あ る 解 を 受 け て 、 そ の 特 徴 関 数 の 解 か ら Ａ Ｃ Ｐ の 最 小 値 を 得
る こ と の で き る 特 徴 関 数 の 解 か ら Ａ Ｃ Ｐ 最 小 値 を 求 め る 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 Ｓ １ ０ は Ａ Ｃ Ｐ 最 小 値 決 定 処 理 Ｓ ９ ０ ス テ ッ プ で の Ａ Ｃ Ｐ 最 小 値 の 結 果 を 受 け て Ａ Ｃ Ｐ
最 小 値 が 設 定 さ れ る 電 圧 を 歪 制 御 デ ー タ の デ ー タ 値 と し て 出 力 す る 処 理 ス テ ッ プ で あ る 。
　 以 上 の 測 定 流 れ 図 例 に よ る 調 整 方 法 を 行 う 手 順 の 解 析 処 理 は 解 析 処 理 装 置 ４ に よ っ て 、
そ の 内 蔵 さ れ た 動 作 プ ロ グ ラ ム で 動 作 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ は 本 発 明 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 と し て 測 定 １ 回 の 予 め 定 め た 終 了 点 ま で の Ａ Ｃ
Ｐ レ ベ ル の 時 間 経 過 曲 線 図 例 を 示 す 。
　 歪 補 償 増 幅 器 ２ の 出 力 信 号 を ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ に 入 力 す る 処 理 Ｓ １ ス テ ッ プ か ら
ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ で Ａ Ｃ Ｐ を 測 定 す る 処 理 Ｓ ２ ス テ ッ プ の 開 始 時 、 即 ち 各 回 の 測 定
開 始 で あ る Ｓ 点 で の Ａ Ｃ Ｐ レ ベ ル は 最 初 大 き く Ｌ ｓ で あ る 。
　 ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ 内 で の ス ペ ク ト ラ ム 分 析 が 進 み 次 第 に Ａ Ｃ Ｐ レ ベ ル が 小 さ く な
り 、 測 定 1回 の 予 め 定 め た 終 了 点 Ｅ で の Ａ Ｃ Ｐ レ ベ ル は 終 了 さ れ た 測 定 値 と し て 測 定 値 保
存 デ ー タ は Ｌ ｅ と な る 。 こ の Ｌ ｅ 値 は 完 全 な 収 束 ま で 待 た ず ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ の 測
定 値 と し て 概 ね 差 し 支 え な い 最 短 時 を 予 め 定 め た 終 了 点 ま で の 時 間 と し て 、 Ｓ 点 か ら Ｅ 点
の 測 定 デ ー タ を 得 る ま で に 要 す る 時 間 は 通 常 ３ ０ 秒 で よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ３ は 本 発 明 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 と し て 、 規 定 の 全 回 数 の 測 定 を 終 了 し 電 圧 毎 の
Ａ Ｃ Ｐ レ ベ ル の 測 定 点 及 び 特 徴 関 数 の 曲 線 図 例 を 示 す 。
　 図 ２ に て 測 定 1回 分 の 終 了 点 Ｅ の Ａ Ｃ Ｐ デ ー タ は Ｌ ｅ で あ っ た 。 即 ち 、 図 ３ で の 1回 分 デ
ー タ は 例 え ば 測 定 点 Ｅ １ で は 歪 制 御 デ ー タ の 一 つ の デ ー タ 値 に 対 応 し た 電 圧 Ｖ １ ’ で の Ａ
Ｃ Ｐ レ ベ ル が Ｌ １ ’ で あ り 、 以 下 同 様 に 各 電 圧 （ Ｖ ２ ’ 、 Ｖ ３ ’ 、 ・ ・ ・ ） で の 各 測 定 点
（ Ｅ １ 、 Ｅ ２ 、 Ｅ ３ 、 ・ ・ ・ ） か ら 各 測 定 値 と し て の Ａ Ｃ Ｐ レ ベ ル （ Ｌ ２ ’ 、 Ｌ ３ ’ 、 ・
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・ ・ ） を 得 る 。
　 歪 制 御 デ ー タ の 予 め 定 め た デ ー タ 値 の 範 囲 に お い て 最 小 値 を 有 す る よ う に 予 め 定 め た 特
徴 関 数 を 備 え 、 こ れ は 減 少 ⇒ 最 小 値 ⇒ 増 加 の 曲 線 を 描 く よ う な 三 次 方 程 式 で あ る 特 徴 関 数
（ Ｙ ＝ ｆ （ Ｘ ） ） で あ る 。
　 得 ら れ た 全 回 数 分 の 電 圧 毎 の Ａ Ｃ Ｐ 測 定 値 は 、 特 徴 関 数 （ Ｙ ＝ ｆ （ Ｘ ） ） に 代 入 さ れ る
。 こ の 測 定 値 が 代 入 さ れ た 特 徴 関 数 の 解 を 求 め る 演 算 処 理 が 行 わ れ る 。 特 徴 関 数 （ 三 次 方
程 式 ） の 解 を 求 め る 処 理 Ｓ ８ ０ ス テ ッ プ 及 び 特 徴 関 数 の 解 か ら Ａ Ｃ Ｐ 最 小 値 を 求 め る 処 理
Ｓ ９ ０ ス テ ッ プ に よ っ て 実 行 さ れ る 。
　 Ｓ ９ ０ 処 理 ス テ ッ プ の 結 果 、 特 徴 関 数 の 解 か ら 求 ま る Ａ Ｃ Ｐ レ ベ ル 最 小 値 Ｌ ｍ ｉ ｎ ’ を
示 す 測 定 点 Ｅ ｍ ｉ ｎ が 得 ら れ 、 こ の Ｅ ｍ ｉ ｎ 点 で の 電 圧 Ｖ ｍ ｉ ｎ ’ が 最 終 的 に 得 ら れ る 。
　 最 終 的 に 得 ら れ た 電 圧 Ｖ ｍ ｉ ｎ ’ が 歪 制 御 デ ー タ の 決 定 さ れ た デ ー タ 値 と し て 解 析 処 理
装 置 ４ 内 の 制 御 部 ４ ３ か ら 出 力 さ れ る 。
　 こ の 出 力 さ れ た 歪 制 御 デ ー タ が 歪 補 償 増 幅 器 ２ 内 の 歪 発 生 部 ２ ２ に 調 整 完 了 の 設 定 値 電
圧 Ｖ ｍ ｉ ｎ ’ と し て 与 え ら れ 、 当 該 歪 補 償 増 幅 器 ２ が Ａ Ｃ Ｐ 最 小 値 に 調 整 さ れ た 出 力 信 号
を 出 力 す る 。
　 歪 補 償 増 幅 器 ２ の 歪 発 生 部 ２ ２ に 与 え る 電 圧 値 例 は 、 ア ナ ロ グ 電 圧 値 で は ０ Ｖ ～ ５ Ｖ の
範 囲 と し 、 こ の 範 囲 と 対 応 し た デ ィ ジ タ ル 値 範 囲 と し て 1～ ２ ５ ５ が 有 し 、 更 に 、 1～ ２ ５
５ の 範 囲 内 か ら 通 常 １ ０ ～ ２ ０ ０ の 範 囲 を 実 際 の 範 囲 と し て 採 用 す る 。
　 こ の １ ０ ～ ２ ０ ０ の 範 囲 を 等 間 隔 １ ０ 刻 み の 各 値 を デ ー タ 値 と し て 有 す る 歪 制 御 デ ー タ
で あ る 。 従 っ て 合 計 １ ９ 回 の 測 定 点 が 選 ば れ 、 こ れ を 測 定 回 数 の 規 定 回 数 と す る 。
　 １ ９ 回 の 測 定 に 要 す る 調 整 時 間 は ９ ． ５ 分 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 と し て 量 産 製 造 ラ イ ン の 自 動 試 験 機 等 の 無 線 通 信 装
置 の 調 整 試 験 に 適 用 さ れ て 通 信 機 製 造 業 等 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 を 行 う 手 順 で あ る 測 定 流 れ 図 例 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 と し て 測 定 １ 回 の 終 了 点 ま で の Ａ Ｃ Ｐ レ ベ ル 曲
線 図 例 を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 と し て 規 定 の 全 回 数 の 測 定 を 終 了 し 全 電 圧 毎 の
Ａ Ｃ Ｐ レ ベ ル の 測 定 点 及 び 特 徴 関 数 の 曲 線 図 例 を 示 す 。
【 図 ４ 】 従 来 及 び 本 発 明 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 を 行 う 構 成 で あ る 測 定 系 統 図 例 を 示 す
。
【 図 ５ 】 従 来 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 を 行 う 手 順 で あ る 測 定 流 れ 図 例 を 示 す 。
【 図 ６ 】 従 来 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 と し て 測 定 １ 回 の 収 束 点 ま で の Ａ Ｃ Ｐ レ ベ ル 曲 線
図 例 を 示 す 。
【 図 ７ 】 従 来 の 歪 補 償 増 幅 器 の 調 整 方 法 と し て 規 定 の 全 回 数 の Ａ Ｃ Ｐ レ ベ ル の 測 定 値 曲 線
図 例 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 Ｓ １ ～ Ｓ １ ０ 、 Ｓ ８ ０ 、 Ｓ ９ ０ 　 測 定 流 れ 図 の 処 理 、 判 定 の 各 ス テ ッ プ
　 １ 　 送 信 信 号 生 成 部
　 ２ 　 歪 補 償 増 幅 器
　 ３ 　 ス ペ ク ト ラ ム ア ナ ラ イ ザ
　 ４ 　 解 析 処 理 装 置
　 ２ １ 　 信 号 分 配 部
　 ２ ２ 　 歪 発 生 部
　 ２ ３ 　 歪 結 合 部
　 ２ ４ 　 電 力 増 幅 部
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　 ４ １ 　 演 算 部
　 ４ ２ 　 表 示 ・ 操 作 部
　 ４ ３ 　 制 御 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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